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１．事業概要 

■MRIデータを用いた認知症検査の提供 

高齢化先進地域島根における 
精度の高いMRI等の医療データ 

認知症診断モデルの確立 
基礎研究や検証データの発表 

人工知能を用いた 
認知症診断モデルの実証 

認知症検出サービスの 
マーケティング 

【開発モデル】         【開発フェーズ】    【開発担当】 
 
                  
 
                  事業化        株式会社ERISA 
 
 
 
 
                  医学的研究     島根大学医学部 
                                   第三内科 
                               ヘルスサイエンス 
                                 センター島根 
                  シーズ 

島根大学医学部が持つ①精度の高いMRI等の医療データと②蓄積された医学的基礎
研究成果を利用して、人工知能による認知症診断モデルの事業化を目指します。 

2017年11月 
共同研究契約締結 

2 



 2. 認知症患者数 

世界規模でも社会問題に 
出所…厚生労働省「新オレンジプラン」 
参照…「日本における認知症の高齢者人口の将来推計に関する研究」 

世界の認知症有病数は現在、 
およそ3,560万人に上る。 
2030年までに2倍の6,570万人、 
2050年までに3倍の1億1,540万人に 
増えると予測されている。 

出所…世界保健機関（WHO） 
参照…「認知症：公衆衛生上の重要課題」 

2025年、日本国内の65歳以上の 
認知症患者数は約700万人にまで増加 

2025年、5人に1人が認知症発症の恐れ 
症状と早期診断、治療と介護の重要性を認知する必要あり 
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３．社会的課題 

軽度認知症（ＭＣＩ）を高感度で診断する方法が存在しない 
 
【現状】 
〇MCI診断にはMMSEやCDR※などの問診による 
 煩雑で主観的な点数式のテストが用いられる。 
〇高齢化による認知症患者の増加 
・社会保障コストの増大（介護保険費用） 
・老々介護による介護負担増 
〇認知症の進行を抑制する薬はある 
 （日本では4種類が認可）が、 
 認可された治療薬は存在しない。 

 
【ＭＣＩ検査法の重要性】 
・早期発見や適切な取り組みにより認知症の発症の抑制が可能 
・進行を抑制する薬の服用により、介護費用の抑制や 
 健康寿命の延伸、家族の介護負担軽減につながる  

認知症ネットより https://info.ninchisho.net/dem_prevent/pre10 

※ MMSE：ミニメンタルステート検査、CDR：Clinical Dementia Rating、 
  いずれも認知症の重症度を評価する方法。 
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４．解決方法 

島根大学 
医学部 

 

各
種
補
完 

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム 

開
発 

匿
名
化
処
理 

クラウド・AI利用 
による分析・解析 

 
 
 

（株）ERISA 

島根大学医学部で確立されたMRIデータを利用した認知症診断モデルを
もとに、人工知能を用いた軽度認知症（MCI）検査方法を実用化する。 

【開発スキーム】 

【認知症発症段階】 

早期検出法確立 
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（株）ERISA※ 

エブリプラン統計解析研究所 

地方シンクタンクとしての多数の知見
を可視化し、新時代へ一歩進んだ業
務提案をすべく、データの統計・分析・
解析を行う専門関連会社 

※ Everyplan Research Institute of Statistics and Analysis 

協業 
連携 

島根大学医学部 
 

第三内科を皮切りに、医学
部全体での情報共有シス
テムおよび人工知能の利用
を想定している 

4. 事業実施体制 

ヘルスサイエンスセンター島根 

1988年より脳ドック健診を実施してお
り、 MRI及び医療相関データの国内最
大・最良のデータ蓄積が既に蓄積済み 

人工知能を用いた認知症検査法開発 

島根県 
商工労働部 

金融機関 
地銀系ＶＣ2社 
その他金融系ＶＣ 

出資交渉中 
H29年度 
事業委託 



  5. 新聞記事等 
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日本経済新聞 
平成29年11月21日 



6. MRI画像の活用 
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• 構造画像（T1WI: T1 Weighted Imaging） 
 灰白質の萎縮を評価、すでに現場で活用 
 データの蓄積あり 
 

• 機能画像（fMRI: functional MRI） 
 神経活動を反映した血流変化を測定 
 

• 拡散強調画像（DTI: Diffusion Tensor Imaging） 
 白質伝導路を視覚化 

DTI fMRI T1WI 



【検証データ】各400サンプル 
      
１．健常人＆認知症患者のMRI画像         １．正答率 約94% 
２．健常人＆ＭＣＩ患者のMRI画像         ２．正答率 約55% 
３．ＭＣＩ＆認知症患者のMRI画像         ３．正答率 約70% 

7. 島根県の補助事業によるプログラム開発 

 

脳のMRI画像（T1画像） MRI画像を人工知能に学習させ認知症判別プログラムを作成 

【学習データ】 
多施設で取得されたMRI画像 合計2,000サンプル 
 (健常人600・ＭＣＩ800・認知症600） 
【ネットワーク構成】 
3層の畳込みニューラルネットワーク ＋ 2層の全結合層 

判別精度94% 達成！ 
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※ 2018年2月末時点 



10 

8. 非進行性MCIの識別技術 

開発プログラム VSRAD アミロイドPET陽性 

 MCIから3年後にADを発症する患者は3分の1強であり、残りはそのままか一部は
正常に戻る。 

 人工知能を用いた解析により、正確度85.4％、感度79.2％、特異度88.2％の高
精度で3年後にMCIからADへ進行する症例の予測が可能。 

 汎用的に用いられるプログラムVSRADよりはるかに精度が高い。 
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9. MRI装置との連動 

解析プログラム 

送られてきたデータの
DICOMのヘダー情報か

らプログラムが自動起
動して解析、結果を送
信。 



島根県松江市北陵町46-6 
ソフトビジネスパーク島根D地区 

www.everyplan.co.jp 

AIと脳データを活用した健康寿命延伸構想 
Concept for increasing the human health span with AI and brain data 
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ご清聴ありがとうございました！ 


